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《と　き》 　２０２４年６月１５日（土）13:30～16:00
《ところ》  神戸市教育会館５０１号会議室
《参加費》  無料
《プログラム》

開会　13:30　ひょうごの食研究会会長　保田　茂
総会(1:35～13:55)
第1回研究会(14:00～16:00)
演題　「あれから３５年～水産異変から見た食事情～」
①水産異変の現状　②日本の大地がやせてきた
③新自由主義とマクロ経済がもたらしたもの　④豊かな暮らしの再生

講師　鷲尾　圭司　氏　もと水産大学校理事長・林崎漁協顧問
総合討議　進行　六渡　和香子　氏（ひょうごの食研究会幹事）
主催　ひょうごの食研究会

お問い合わせ・お申し込み《締切》６月７日
ひょうごの食研究会　幹事長　武　正興　〒663-8114　西宮市上甲子園１丁目６－２８

電話＆FAX :0798-48-9800　E-ﾒｰﾙ:gga00620@nifty.com　LINE-ID 
ホームページ: http://hyogoshoku.a.la9.jp/
参加希望の方は、①氏名②連絡先（住所・電話・FAX・E-mail等）③所属・職業をご記入の上、必ずお申し込みください。新型コロナウイルスの蔓延状況により、中止する等の場合、申込者に連絡します。
第１回ひょうごの食研究会のご案内
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イカナゴをはじめ明石ダコ、アナゴなど磯魚の不漁が続き、ノリの色落ちも深刻です。一方、北海道などではイワシの大量死や赤潮騒ぎがあり、こうした水産異変は全国的に広がっています。気候変動やコロナ禍に戦争の時代も加わり、世情もせちがらい物騒さが目につきます。何が起こっているのでしょうか？
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